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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月19日(2010.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の遊技機が設置される遊技機設置島であって、
　前記遊技機設置島の下部に配設され、前記遊技機による遊技に使用する遊技球を貯留す
る下部タンクと、
　前記下部タンクに貯留された遊技球を前記遊技機設置島の上部に揚送する揚送装置と、
　前記遊技機設置島の上部に配設され、前記揚送装置にて揚送された遊技球を貯留すると
ともに、該貯留された遊技球を外部に流出させる流出路が下方に向けて形成された上部タ
ンクと、
　前記上部タンクから前記遊技機設置島の長手方向端部側に向けて下方に傾斜して設けら
れ、前記流出路から流出した遊技球を前記複数の遊技機に供給する供給樋と、
　前記流出路内に上下方向に摺動自在に嵌合される筒状部、及び該筒状部の下端から遊技
機設置島の長手方向に向けて連設され前記供給樋の端部が接続される樋接続部からなる可
動部材と、
　前記筒状部を前記上部タンクに取付けるための取付手段と、
　前記可動部材の筒状部に設けられる衝撃緩和板と、
　を備え、
　前記衝撃緩和板は、前記樋接続部の底面上に落下する遊技球の衝撃が緩和されるように
前記筒状部内に配置される、
　ことを特徴とする遊技機設置島。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技機設置島は、
　複数の遊技機が設置される遊技機設置島であって、
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　前記遊技機設置島の下部に配設され、前記遊技機による遊技に使用する遊技球を貯留す
る下部タンクと、
　前記下部タンクに貯留された遊技球を前記遊技機設置島の上部に揚送する揚送装置と、
　前記遊技機設置島の上部に配設され、前記揚送装置にて揚送された遊技球を貯留すると
ともに、該貯留された遊技球を外部に流出させる流出路が下方に向けて形成された上部タ
ンクと、
　前記上部タンクから前記遊技機設置島の長手方向端部側に向けて下方に傾斜して設けら
れ、前記流出路から流出した遊技球を前記複数の遊技機に供給する供給樋と、
　前記流出路内に上下方向に摺動自在に嵌合される筒状部、及び該筒状部の下端から遊技
機設置島の長手方向に向けて連設され前記供給樋の端部が接続される樋接続部からなる可
動部材と、
　前記筒状部を前記上部タンクに取付けるための取付手段と、
　前記可動部材の筒状部に設けられる衝撃緩和板と、
　を備え、
　前記衝撃緩和板は、前記樋接続部の底面上に落下する遊技球の衝撃が緩和されるように
前記筒状部内に配置される、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、上部タンク自体を上昇させる等の大がかりな作業を行うことなく、
上部タンクに対する供給樋の上下方向の取付位置を、可動部材を介して容易に調整するこ
とができるため、遊技機設置島の全長寸法の変更に応じて供給樋の長さを変更することが
あっても、簡単な作業で供給樋の傾斜角度を遊技球の流下に最適な角度に保つことができ
る。また、筒状部が上部タンクの内部に摺動自在に嵌合されることで、可動部材の上下方
向の移動が上部タンクにより案内されるため、取付手段による取付作業を容易に行うこと
ができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　本発明の請求項１は、複数の遊技機（パチンコ機２）が設置される遊技機設置島（１、
１’）であって、
　前記遊技機設置島の下部に配設され、前記遊技機による遊技に使用する遊技球（パチン
コ球）を貯留する下部タンク（９Ｌ、９Ｒ）と、
　前記下部タンクに貯留された遊技球を前記遊技機設置島の上部に揚送する揚送装置（３
２５）と、
　前記遊技機設置島の上部に配設され、前記揚送装置にて揚送された遊技球を貯留すると
ともに、該貯留された遊技球を外部に流出させる流出路（５３）が下方に向けて形成され
た上部タンク（３）と、
　前記上部タンクから前記遊技機設置島の長手方向端部側に向けて下方に傾斜して設けら
れ、前記流出路から流出した遊技球を前記複数の遊技機に供給する供給樋（４Ｌ、４Ｒ）
と、
　前記流出路内に上下方向に摺動自在に嵌合される筒状部（第１筒状部７１）、及び該筒
状部の下端から遊技機設置島の長手方向に向けて連設され前記供給樋の端部が接続される
樋接続部（第２筒状部７２）からなる可動部材（７０）と、
　前記筒状部を前記上部タンクに取付けるための取付手段（ネジ７７）と、
　前記可動部材の筒状部に設けられる衝撃緩和板（９５）と、
　を備え、
　前記衝撃緩和板は、前記樋接続部の底面上に落下する遊技球の衝撃が緩和されるように
前記筒状部内に配置される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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